
ひみつ基地作りキャンプ活動報告書

ひみつ基地作り①
昼食後は、早速ひみつ基地作りのスタートです。班ごとに園庭を見て周り、どこに作るかをまずは考えま
す。「ひみつだから！」と他の人にばれないよう茂みに作ることを決めた班もあれば、気に入った自然物
(石や丸太など)の近くに決めた班もありました。１人１人が自分の「こうしたい！」という理想を形にするた
め、試行錯誤しながら沢山の工夫をしていました。

ひみつ基地作り②
２日目も、ひみつ基地作りの続きです。看板を作って飾りつけをしたり、自分達が満足のいく完成を目指し
て作成を続けます。中にはブランコを作った班もありました。２日目は気温も下がったので、温かいココア
とおやつを自分たちで作ったひみつ基地の中で食べました。どの班も素敵な基地が出来上がったので、
最後は他の班の基地を皆で見て周る『ひみつ基地ツアー』を行いました。ツアーをすることでそれぞれの
班が様々な工夫をしていることが分かり、とても楽しい時間となりました。

【担当者より】

２日間のひみつ基地作りを通して、自由な発想で『工夫する』ことや、友達と一緒に１つのものを作り上

げ『協力する』という体験を沢山することができました。【みんなで１つのものを作る】というのは簡単なこ

とではありませんが、だからこそ、沢山コミュニケーションをとったり意見を伝えたり聞いたりして試行錯

誤が繰り返されたと思います。皆で一緒に食事をしたりお風呂に入ったり、生活を共にしたこともこども

たちにとっては思い出になったと思います。また会える日が楽しみです。 文責：黒田(やいも)
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アイテムGETゲーム
まず最初は、ひみつ基地作りに必要なアイテムGETゲームをしました。『〇×ゲーム』や『新聞紙を使った

ボール運び』などをして、初めて会った友達ともすぐに仲良くなりました。全ての班がゲームにクリアし、
ロープやはさみ・テープなど、ひみつ基地作りに便利なアイテムを手に入れることができました。


